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少し長めの略歴

 1943年「さつぽろ」で生まれた。1963年北海道大学水産

類に入学し，学部・大学院時代は当時日本唯一の講座であっ

た「浮遊生物学講座」（通称プランクトン教室）に所属した。

そのころ，「日米加北太平洋一斉調査」(NORPAC)，「国際イ

ンド洋調査」（IIOE），「国際黒潮共同調査」(CSK)等の国際

共同研究が盛んに行われており，著者も東大海洋研共同研究

船「白鳳丸」による研究航海に参加したことがある。これら

の航海で得られた試料を基に，北緯 40度から南緯 40度まで

の西部太平洋海域，南太平洋及びニュージランド東方海域に

おける「浮遊軟体類に属する翼足類（Pteropoda）及び異足

類 (Heteropoda) に関する分類・地理生態学的研究」を行い，

最初の研究論文となった 9〕, 12〕。

 さらに当時，第二次世界大戦後の人口爆発といわれた世界

の人口増，近い将来に予想される食糧危機への対応のための

基礎資料を得るために，「国際生物学事業計画」(IBP)が行

われていた。このうち，文部省特定研究として厚岸湾及び洞

爺湖をフィールドにして“生態系における生物群集の生産動

態及び自然保全に関する研究”が実施され，これに研究補助

員として参加した。このときの経験は，その後の研究生活に

大いに役立った。

 1969年 4月，カキ研究で著名であった佐藤忠勇先生

(1887-1984)の私的研究所である的矢湾養蠣研究所に職を得

て赴任した。このとき与えられた研究テーマは「カキ漁場と

しての海洋学的特性と漁場環境収容力の解明」であった。こ

の研究を進める上で欠かせなかった各態栄養塩等の分析の

手ほどきを受けるため，水圏物質循環研究の世界的メッカで

あった名大の西條八束先生を訪ねることになり，それを機会

にいろいろとご指導を受けるという幸運にめぐりあった。ま

たそのころはちょうど，水域の富栄養化が社会問題になって

いた時期とほぼ重なり，その後の調査研究を行う上で西條研

の存在は，私の視野を広げるのに大いに役立った。しかし一

方，的矢湾での 1年間にわたる海洋観測データは，西條先生

との連名で「的矢湾における生物生産」と題して海洋学会で

発表したものの，半年後に退職した事情もあり論文にはなら

なかった。

 1970年 10月，愛知県公害調査センター（現在，環境調査

センター）に転職した。当時は，高度経済成長期に噴出した

公害問題にかかわったはしりで，県内の水質モニタリングに

ついてようやく取り組みスキームが固まってきた脱公害時代

であった。その後，2004年 3月に定年退職するまで，巷に

いう「省エネ・省資源時代」，「環境会話時代」，「環境ソリュー

ション時代」へと変遷するに伴い，フィールド調査を「川」

から「海」へ，「海」から「森」へと場を移し，結果的に大学

時代までさかのぼれば，外洋・沿岸域から森林域までを相手

にしたことになる。

 県在職中の主な調査活動は，一つ目は河床付着物現存量や

有機物組成に関する河川の富栄養化問題を扱い 23〕～ 28〕，二つ

目は植物プランクトンの一次生産を中心にした三河湾の富栄

養化機構の解明であった 1〕～ 8〕，13〕～ 15〕。これらの一連の研究

成果により 1988年 6月北海道大学から水産学博士の学位を

取得した 22〕。

 愛知県・名古屋市は，資源・エネルギーを有効活用し，生

産，生活と周辺の自然環境が両立する都市の実現をめざす循

環型環境都市構築のための基盤技術の研究開発を行う 1999

年度地域結集型共同研究事業として文部科学省から指定を受

けた。三つ目の調査活動は，この事業のうち「里山〔都市近

郊林〕の利用と管理手法の研究開発」グループに参加し，都

市近郊の落葉広葉樹林における降雨から渓流水に至るまでの

水循環プロセス観測と降雨出水時の渓流水質連続観測を行っ

たことである 19〕, 34〕～ 37〕。なお，本事業の現地観測は， 陸水

学会東海支部会 吉田恭司会員による活躍が極めて大きかっ

たことを付記する。

 県退職後は，様々な分野の分析業務を主体とした計量証明
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事業所である株式会社愛研に勤め，その傍ら愛知県立大学で

非常勤講師に従事し現在に至っている。
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